
 
 

 平成 3� 年度 福井大学地域貢献事業支援金 

地域⣲ᮦࢆά⏝࣒࣮ࢤࢻ࣮࢝ࡿࡍᆺᩍᮦࡢ㛤Ⓨ学ᰯࡢᥦ౪事業 

 
事業責任者： ῦཎ 㞞ᾈ（教育学部・教授） 

代 表 学 生： ከ ኴ（大学院教育学研究科・㸰年） 
 

概    要 教育学研究科の大学院生と大学教ဨの協働により、主体的で対ヰ的かつ協働的な学

びに繋がる࢝ードࢤームᆺ教ᮦࠕ㖔≀࢝ードࠖを㛤発した。㖔≀分㔝は、1 クラスの生徒ဨに教ᮦとな

る㖔≀をᡭඖに⨨いて分析しながら授業୰に学ࡪことが難しく、特に、┴内地域の㖔≀をྵࡳ、かつ学習

に必要な㖔≀てを集することは᭦に難しい。本ྲྀ⤌では、㖔≀の分㢮と特ᚩをᬯ記୰心ではなく学習

できる࢝ードࢤームᆺ教ᮦの㛤発を目指した。㛤発後は、子どもたちが主体的で対ヰ的に学るࣝーࣝ作

りを行った。බ立୰学ᰯでの実践から、୰学生および授業担ᙜ୰学教ဨよりⰋዲな応が得られた。 
関連キーワード  主体的・対ヰ的・࢝ードࢤーム・㖔≀分㢮・୰学ᰯ理科 

 

近年、ಟ士課程 1 年生の年間を通じて、地域の小学ᰯまたは୰学ᰯにおいて、学ᰯインターンࢵࢩプを週１

回のペースで行い、地域の小୰学ᰯ理科教育における᪂しい教ᮦのࢽーࢬㄪᰝを行っている。このㄪᰝに基࡙

き、主に㸰年生が、学ᰯ理科において、実験を行うことが難しく、教科᭩や資料集を═め、ᬯ記が୰心となる

༢ඖにおいて、ࠕ楽しࡳながら、そして、児童生徒同士で会ヰしながら学る アࠖクティブラーࢽングᆺ教ᮦの

㛤発を行ってきている。平成 30 年度は、㖔≀の分㢮をྲྀりୖࡆ、地域志ྥ教ᮦの㛤発とᬑ及を目指した。 
 
 

大学院教育学研究科で、協働実践研究プロ࢙ࢪクト（科学的リテラࢩー）を㑅ᢥする大学院生と教ဨの協働

により、6 ✀㢮の㖔≀を様々なゅ度から学る合ィ 54 ᯛの࢝ードᆺ教ᮦ（以下、一部ᢤ⢋）を㛤発した。 

 
⏫ードの作成では、福井┴⏘の㖔≀に╔目してもらうため、できる㝈り、┴内⏘の㖔≀を集した。美࢝

のᾏ◁、福井市Ỉษ⏫の大ᒣྜྷ火ᒣ⅊、福井市ί教ᑎの⋞武ᒾ、おおい⏫の࢝ンランᒾ、ᆏ井市୕ᅜ⏫の

安ᒣᒾ、ᩔ㈡市田ᑼ㔝㛝⥳ᒾ、福井市美ᒣ⏫の㛝⥳ᒾ、等である。教ᮦにあたり、ᕥ下ᅗに示すようにⰍ分

けし、㖔≀を様々なゅ度から═められるようにした。୰下ᅗに示すように㖔≀のᏑ在ẚを考៖した࢝ードᯛ数

ẚとし、ࣔࣝࢹ的な㐟び方（学び方と）としてミࢿラ࣏ࣝー㸫࢝ーを考した。㛤発した࢝ードもとに、୰学

ᰯでの授業実践を行い、合わせて、┴内小୰学ᰯ等のᕼ望者（学ᰯまたは教ဨ）への㓄ᕸを実施した。 

 
体験した୰学㸰年生より、ࠕఱの㖔≀をったら、１つのᒾ▼になるのかよくわかりました。今まで、表など

をってぬえるしかなかったけれど㖔≀࢝ードをうことでよくぬえられるとᛮいます。ࠖ、ࠕ等⢏≧⤌織とᩬ

≧⤌織の㐪いがわかりました。ࠖ、ࠕ㸰人で協力したり㸪⌜で楽しく行うことができました。ࠖ等の感があった。 
 

 

テࣞࣅ・᪂⪺ሗ㐨 
平成 31 年 1 月 24 日 NHK ࣗࢽースࣝ࢘ࢨスࡩくい㸤845͆ࠕ 㖔≀͇学࢝ࡪードࢤームᆺの᪂教ᮦ 㸬ࠖ 
平成 31 年 1 月 26 日福井᪂⪺ ዟ越ᆏ井面(26)ࠕ㖔≀、ᒾ▼ࢤームで理解 福井大院生㛤発࢝ードᆺ教ᮦ 

ᆏ井・丸ᒸ༡୰生が体験 㸬ࠖ 

事業の背景および目的 

事業の内容および成果 

参考文献・添付資料および特記事項等 



事業名称:地域素材を活⽤するカードゲーム型教材の開発と学校への提供事業
事業責任者： 淺原 雅浩（教育学部・教授） 代表学⽣： 浜多 嘉太（⼤学院教育学研究科・２年）
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